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1. はじめに 

IoTは様々なデバイスやセンサがインターネ

ットを通じて状況把握や制御などが可能とな

り，今後ますます重要な技術の一つである．こ

れらを活用するためには，情報・電気・機械に

わたる複合的な知識やものづくり力が必要と

なる．そのため，年齢の若い内に専門以外の分

野の経験やものづくりに対する自身の状況分

析を行い，視野を広くさせることが重要である．

本稿では，高専 2年生を対象としたグループワ

ークのものづくりを通して，情報・電気・機械

の基礎の一端を経験できる IoT 模型の教材を

開発し，授業を通して検討した結果を報告する．  

2. 製作模型 

IoT 模型は表 1 の部品で構成し，IoT 素子は

ESP32E マイコンボードを使用した．このマイ

コンボードは無線通信モジュールを搭載して

おり，Wi-Fiや Bluetooth接続が可能である．ス

マートフォンやパソコンで ESP32E を搭載した

車体を制御し，前進，後進，停車，左折，右折

の計 5項目を操作できる．操作画面は図 1とな

り，前後進は DC モータ，操舵はサーボモータ

で行い，回路は図 2となる．プログラムは LED

点灯プログラムや走行プログラムのベースを

配布し，内容について適宜解説をし，それぞれ

の班で PWMの出力やサーボの可動角度，操作

画面の変更などを行う．車体に関しては，材料

はタミヤ製のミニモータにトラックタイヤ，ユ

ニバーサルプレートを配布した．車体の形状や

操舵機構，駆動輪，ギア比などは班で決めるよ

うにした．班は 3人を基本とし，授業構成は表

2とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. まとめ 

図 3のような車体が製作され，グループワー

クを通して積極的に取り組む姿勢が確認でき

た． 

 

表 2 授業回数における取り組み内容 

図 1 操作画面 

表 1 使用部品 

図 2 回路図 

図 3 製作車体 
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